










加古川流域懇談会用説明資料（管理②：加古川大堰の施設管理） 

■河川整備計画における「課題」、「目標」、「実施」について 

(1）河川整備の現状と課題（P40-41） 

加古川大堰は、洪水による浸水から国民の生命、財産を守るとともに、安

全で安定した水利用を確保するために必要 である。 

そのため、平常時は取水や流量確保のためゲートをおろした状態で水位を

確保したり、洪水時はゲート操作を実施して洪水を安全に流下させる等、24

時間体制で監視を実施している。 

点検により異常があれば、補修といった必要な対策を実施している。その

他、利水容量を確認するための測量等の 貯水池内の状況把握も実施 してい

る。今後も、加古川大堰の維持管理等を継続して実施していく必要がある。 

（2）河川整備の目標に関する事項（P53） 

今後も、加古川大堰の機能が維持される管理に努める。 

（3）河川整備の実施に関する事項（P67） 

 加古川大堰について、24時間体制で監視を実施するとともに、機械設備

や電気通信施設、土木施設等の点検を実施する。点検により異常があれば、

補修といった必要な対策を実施する。また、加古川大堰の利水容量の確認の

ための測量を実施する。 

さらに、施設のライフサイクルコストを勘案し、効率的、効果的な施設の

機能維持を実施する。 

■ 「課題」「目標」の達成状況 

 

 

 

 

 

■ 進捗状況 

 

■まとめ 

①進捗状況について 

・ 24時間体制で監視を実施し、平常時及び洪水時において適切な操作を行った。 

・ 機械設備、電気通信施設及び土木施設等の点検を、加古川大堰で規定されている回数実施した。 

・ 施設維持のために、ゲート設備の修繕及び管理橋塗装等必要な補修を行った。効率的な維持管理のた

め、加古川大堰管理橋の塗装寿命の延長が図れる材料への変更を実施した。 

 

②「課題」、「目標」の達成状況について 

・ 平常時及び洪水時の操作、設備等の点検を適切に行い、不具合箇所については修繕を実施することに

より、加古川大堰の機能が維持される管理に努めることが出来た。 

・ 寿命の延長が図れる塗装材料の変更により、施設のライフサイクルコストを勘案した効率的、効果的

な施設の機能維持を実施する事ができた。 

 

③考察 

・ 引き続き、適切な操作、点検及び補修によって加古川大堰の機能が維持される管理に努めていく。 

・ 加古川大堰のライフサイクルコストを勘案した長寿命化計画の検討を予定しており、効率的、効果的

な施設の機能維持を今後検討していく。 

 

0

5

10

15

20

25

30

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

（m3/s） 下流放流量(㎥/s) 大堰下流の取水量+維持流量

0

5

10

15

20

25

30

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

（m3/s）

管理橋塗装 

加古川大堰の点検状況 

8

6

0

5

10

15

20

25

30

H23年度 H24年度

加
古

川
大

堰
体

制
発

令
回

数

0

5

10

15

主
ゲ

ー
ト

操
作

回
数

洪水警戒

予備警戒

準備

主ゲート操作回数

準備
予備
警戒

洪水
警戒

操作
回数

うち
全開

H23年度 22 10 12 8 4

H24年度 26 14 1 11 6 2

主ゲート体制発令回数

・洪水時における流水の安全な疎通を図る。 

加古川大堰の補修状況 

・ 既得用水の取水を可能とし、河川の正常な機能
維持に必要な水量を放流する。 

・ 加古川市水道用水、兵庫県水道用水、兵庫県工
業用水の取水が可能となるよう運用する。 

 

○今回（H23・24年度実施）

工種 規格

素地調整 ３種Ｃ

下塗 変性エポキシ樹脂塗料（２回塗）

中塗 ふっ素樹脂塗料

上塗 ふっ素樹脂塗料

○前回（H7・8年度実施）

工種 規格

素地調整 ３種Ｃ

下塗 鉛系さび止め

中塗 長油性フタル酸樹脂塗料

上塗 長油性フタル酸樹脂塗料

<整備計画策定後> 
塗装系の変更により塗装寿命の延長を図る 

 

主ゲート修繕 

H23 H24 

管理橋塗替塗装 

【平常時の操作状況】 

【洪水時の操作状況】 

【施設の維持管理】 

【施設の補修】 

【平常時の操作状況】 

【洪水時の操作状況】 

【施設の維持管理】 

【施設の補修】 

加古川大堰下流の流量が確保され、用水の取水
が可能であった。 

加古川大堰の維持管理状況 

※1 H24 は 3 回/年 
※2 その他出水前、 

堰操作時に実施 

頻度 H23年度 H24年度

土木施設 4回/年※1 4 3

機械設備 1回/週※2 52 52

電気設備 1回/日 365 366

機械設備（年点検） 1回/年 1 1

（月点検） 1回/月 11 11

電気設備 2回/年 2 2

湛水区間
の堆砂測量

4.4km
200mピッチ

1回/年 1 1

巡視

保守
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項目

管理規定

加古川大堰下流放流量 




